


2011年度 第 4回 定例会 報告 

ＮＰＯ法人愛実の会 ５周年記念イベントのお知らせ 

 

  日 時  ２０１２年 ７月２１日（土） 午後２：００～４：００ 

  場 所  名古屋国際会議場 国際会議室にて 

（地下鉄：日比野駅または西高蔵駅より徒歩） 

「ＮＰＯ法人愛実の会」発足(2007年 1月)から早いもので５年が経過致しました。 

任意団体の「障がい者・友だちの会・愛実」の誕生から思えば２５年（1987～）の月日

が流れ、その間に「愛実友だちの家」（1995）・「紙風船」（1996）・「大地の家」（1997）が

産声を上げ、それぞれの時を刻んで来ました。 今回の記念イベントは、今まで関わっ

てきた関係者の方々を招き、様々な思いを振り返りながら５周年を愛実の会全体でお祝

いすることになりました。 

そして、将来への新しい一歩となることを願いつつ、定例会の中から更にイベントの

実行委員会が設けられ、ただ今準備を進めているところであります。 

プログラム等の内容につきましても、検討を重ねながら枠組みが決まって来ました。 

また、詳細につきましては次回会報にてお知らせいたします。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

「小窓から」 14 

               大野義徳 

 実家へ帰ると、甥や姪が「おかあさんといっしょ」や「アンパンマン」の DVDや絵本

を面白そうに見ている。同じ場面を何度も繰り返しているところを見ると、よほど好き

なようだ。子どもならではの微笑ましさの一つなのだろう。 

でも、ほとんどの場合、大きくなるにつれて興味も変わっていき、子どもの頃に見て

いたものはいつの日か見向きもしなくなる。親にしてみれば一抹の淋しさを感じながら

も、これを成長と呼ぶのだろう。 

さて、愛実のメンバーの中には、成人してもなお、いわゆる「子ども番組」が好きな

方が少なからずいらっしゃる。親御さんがそればかり見せているわけでもなく、まして

や成長が止まってしまっているわけでもなくて、単純にそれが好きなようだ。もう 10年

ほど前、「大人になってそんな子ども番組なんて」という意見に対してこんなことを言う

人がいた。「どうして彼ら彼女らに、その年齢であることを押しつけるの？」と。 

異論もあるだろうが、その言葉に何か深いものを感じたのを憶えている。メンバーと

接する時、どうして好みや習慣まで押しつけるのだろう。しかも支えるはずの側の人間

がだ。成長を期待しつつも、例えば童謡好きな一面を尊重することは大切なことではな

かったか。「強い側」の健常者は無意識に障がい者へ価値観を押しつけ、無意識ゆえにそ

のことに気づかない。悲しむのは物言えぬメンバーだけ、そんなことを無くしていくよ

う、心のアンテナを張れるようにしていきたい。 

－２－ 
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＜メンバーの思い＞ 

「劇の中と道具箱の中にいる間のしし丸」 

                              成田憲彦 

劇ではしし丸は僕といつも一緒。強がる事で自分は簡単に弱さを見せずにいる。 

強く見せなくたって、ホントの自分でいればいいじゃないか。 

僕は彼と一緒にいる事で、そのお手伝いをしている。 

正しいのか間違っているのか、僕も考えてあげていつも人形劇の舞台で一緒に行動し、

カメ助やウサピーに答えを出している。 

それを見て、お客さん達はいつもどう感じ、どう思っているんだろう？ 

稽古や人形劇が終わり、カメ助とウサピーと一緒に、しし丸も道具箱に戻る。 

でも、僕のいない時のしし丸ってどうしているのかな？ 

一緒にいる時の君しか知らない。 

僕のいない時でも、僕と一緒の時の君が僕はいいな。 

 

 

＜協力者の思い＞ 

「大好きな 紙風船」 

藤本紀代子 

「なんて優しい時間の流れているところなんだろう」と、思ったのが紙風船の第一印

象です。紙風船は思った以上でした。 

優しい時間に加え、毎日、笑いあり涙あり（！？）のとても素敵な所です。 

その上、紙風船といえばやはり「人形劇」。 

ひとたび人形劇の練習となれば空気は一変します。 

皆、真剣そのものです。 

メンバー、アシスタント、それぞれ人形劇にかける想いは情熱的で一生懸命！ 

「次こそは！今度の公演に向けて！」とそれはそれは凄いパワーです。 

そのパワーと、皆の想いがひとつになり、今後さらにより良い人形劇へと進化していく

事でしょうね。楽しみです。 

 そんな熱い練習が終わると、またいつものの～んびり楽しい笑い声のたえない紙風船

に戻ります。そして優しい風につつまれます。そんな紙風船が大好きです。 

これからも、人形劇を通して、こんなに素敵な紙風船を沢山の人へ届けてください！ 

いつまでも応援しています！ 

 

 

―９― 
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                                   南  寿 樹 

「あしたをつかめ―平成若者仕事図鑑」というＮＨＫの番組がある。いろいろな仕事に就いた 

若者を追いかけての３０分のドキュメンタリー番組である。その番組の録画（１５０ほど）が

私の学校では好評で、「職業」の授業で時々教材として使っている。毎回、その仕事の苦しさと

同時に楽しさ、やりがいが紹介され、番組の最後に「初任給１８万円」などと具体的な数字が

出る。それを予想して当てっこをするのもみんなは楽しみにしている。 

さて先日、「保育士」を見ることになった。「小さい子の面倒を見たい」という美佐江（高１）

のリクエストだ。保育士と言っても、その番組は「男性の保育士」を取り上げていた。 

ミックン先生と呼ばれて大人気の若者の苦闘の日々――先輩職員が読み聞かせをすると身を

乗り出して園児がのってくるのに、自分だと園児たちは勝手に遊びだしてしまう。けんかの仲

裁に入ってもうまくいかず園児たちの怒りは収まらない…（どうすればいい？）…      

ミックン先生は先輩だけでなく大学時代の先生や園児のお父さんにも相談して乗り越えていく。

いや乗り越えるというより自分を変えていく。――― 

「お父さんたちと夜その保育園でお酒を飲んで懇談会をするのがすごい自由だと思った」「絵

本の読み聞かせが上手になって良かった」「たいへんそう」・・・などが生徒たちの感想だ。 

私自身はミックン先生の「子どもを自分の物指しで見ないこと」という言葉に共感した。 

ただ一方的に絵本を読むのではなく、園児に語りかけその心の中をイメージしながら微笑みに

共感する。けんかがあった時に大人の感覚で「けんかは悪いこと。はい仲直りして。握手」な

どと収めるのではなく、「どうしたの？」と丁寧に聞き取りをする。――それは技術ではない。 

「子どもが分かるとは、子どもの内面が分かること。教師の発達は自己変革を伴う」（竹沢清） 

そう考えると、保育士であれ教員であれ自分を変えるその実の師は、子ども自身なのであろう。 

 ここで以前にも紹介した写真絵本「子どもと森へ出かけてみれば」（小西貴士）のワンシーン

（１１月２１日の日記）を紹介したい。         

 

―― ねえ そろそろ 帰りませんか 

―― これで 最後にしませんか 

そんなことばを のみこんで 

 

―― いちばんぼし 出たねえ 

―― 夜の国のおひめさま みたいだねえ 

と やさしく話しかけていたら 

 

―― 待っててくれて ありがと 

と ふたばちゃんが いいました 

 

－１１－ 
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低料第三種郵便物認可　2012年　3月20日（火）ＡＪＵ 愛実の会

★賛助会費

　　武嶋恵子　田中綏子　寺田仁計　町田玲子　河村比佐子　上野　嶺　鈴木善文・都

　　中山奥行　松浦孝夫　阿部健二　吉田　弘　成瀬絵里子　小田　泉　佐藤正幸・純子　　

　　柴田京子　佐藤雅美　伊藤和昭　須田静代　長谷川耕司　三浦　豪　山田シマ子　　

　　鈴木善和　楽有紀美　水谷真子　湯元睦美　石﨑亮史朗　山中　高　小薄満寿美　

　　早川教示　岡本恵子　西川道子　浅野幸治　前山美恵子　堀部　充・操子　森豊　

　　渡辺徹朗　田村芳江　間瀬滝子　河合みち子　名古屋キリスト教社会館

ご協力ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　

引き続きのご支援よろしくお願い致します。

　

★土地・建物

　　南　寿樹　伊藤和子　真木芳子　水谷真子　小薄満寿美　三浦　豪　前山美恵子

　　渡辺徹朗　堀部　充・操子

★物品寄付

　　セカンドハーベスト名古屋　伊藤あつ子　

★寄付・その他

　　徳永五郎　川添　勉　下村徹嗣　柏木　実　伊藤まり子　青本和彦・光子　堤肇

　　宇野伸一　橋詰四郎　鶴崎祥子　伊藤和子　前山美恵子　村上貴久・裕子　森豊

　　牛田ヒサ　脇田純子　南　寿樹　木村　純　溝口キミ子　鄭　成子　ウォーカーソン

　　坂口良彬　渡辺千夏　小池耕一　増田ゆき　榊原喜代子　佐藤義子　イエローレシート　

　　宮崎正和　加藤久雄　河野トミ　越前武久　三矢かな江　尾関静枝　栄冠幼稚園

　　余越智子　比企敦子　坂田昌子　岩﨑武男　高橋佐喜男　須田静代　名古屋YWCA　

　　国方恵子　足立克己　奥山喜正　島　一郎　山田シマ子　武井陽一　木下忠司

　　石田周介　真木芳子　水谷真子　岩田　妙　中村弥栄子　三浦　豪　伊藤あつ子

　　早川教示　水野享好　大村恵子　森山昭雄　小薄満寿美　中森照子　見木靖美　

　　戸田真二　梅村亜恵　大薮礼子　島しづ子　津田加代子　中森由哉　　

　　中京教会　鳴海教会　名古屋中央教会　矯風会名古屋　捜真女学校高等学部・中学部

　　豊田教会　愛知教会　豊明新生教会　知多奥田キリスト教センター

　　尾陽教会　彦根教会　初島聖十字教会　日本キリスト改革派金沢教会　

　　刈谷教会　広路教会　名古屋新生教会　南山幼稚園・南山ファミリーYMCA

　　大野教会　御器所教会　名古屋新生教会教会学校　在日大韓基督教会小倉教会

　　華陽教会　各務原教会　済美高等学校宗教部　埼玉新生教会女性の会

　　豊山教会　久が原教会　日本福音ルーテル復活教会　京都みぎわキリスト教会

★紙風船

　　南　寿樹　岡田佳子　西川道子　石井昌也　成瀬絵里子　小薄満寿美　中森照子

　　田村芳江　大矢洋恵　伊藤純一　岡本恵子　河合みち子　前山美恵子　中森由哉　

　　早川門呂　大坂晴一　佐藤雅美　竹山　徹　石﨑亮史朗　木村圭吾・由美子　　

　　宮地　操　宮原祐子　酒井淳子　鈴木善和　長谷川耕司　田中正文・孝子

　　水谷真子　早川教示　上野　嶺　鈴木善文・都　森豊　和久井由利恵

ＮＰＯ愛実の会　寄付者名（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年12月1日～2012年2月29日



　発行所　東海障害者団体定期刊行物協会　　名古屋市中区丸の内三ー六ー四三　　みこころセンター四Ｆ　一部１00円
　

※　年２回（夏号と冬号）に「振込料金加入者負担」の「払込用紙」を同封させていただいています。

　　ご利用下さい。

　◆ 賛助会費・寄付金　　NPO愛実の会の活動に対しての費用　　　
　◆ 土地建物取得　　　　将来のNPO土地建物取得費用
　◆ 紙風船夢づくり　　　紙風船の人形製作費、公演活動に関する費用
　　
　　　　　　　　　　1口1,000円　何口でも結構です。
　　　　　　　　　　ご支援していただける項目を振込用紙に記載の上ご協力お願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

郵便振替　　口座番号　　００８５０－６－１８７４９０

　　　　　　口座名称　　特定非営利活動法人　愛実の会

「NPO愛実の会」ご支援のお願い

特 定 非 営 利 活 動 （ N P O ） 法 人 　 愛 実 の 会

□　居宅介護事業所あみ（ホームヘルプ）
□　障がい者デイセンター愛実（生活介護）
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【 所 在 地 ・ 連 絡 先 】

ＡＪＵ 愛実の会 低料第三種郵便物認可　2012年3月20日（火）

2011年度アシスタント退職のお知らせ

金元秀美　林　貞次　木村華子　藤本紀代子　金城希久江　黛　八郎　佐藤昭信

河原裕子（清掃、数日介護パート）

長い間お世話になり、本当に感謝しています。

これからの皆さまのご活躍心よりお祈り申し上げます。

任意団体「障がい者・友だちの会・愛実」受付分（順不同・敬称略）

◆「賛助会費個人」吉谷尚之（複数回）

教団・刈谷教会　塚田多佳子　ヨナワールド家族会　門山勝利・むつ子　原田忠

近藤洋　塩田はるな　豊橋教会ひつじの会　教団・聖天伝道所　

高蔵寺ニュータウン教会　臼田治子　改革派・八事伝道所　伊藤秀章　宮川優子

渡井秀雄　塚田正昭　在日大韓基督教・大阪教会女性会　愛知守山教会女性の会

岡崎茨坪伝道所　中部学院大学宗教委員会　前沢まき代　

◆「寄付金個人・教会」

2011年12月1日～2012年3月1日

愛実の会ボランティア訪問の方々（１月～３月）

木嶋悦寛様（ケーナ奏者）　　　南山幼稚園保護者様（ハンドベル演奏）

中山静雄様（ジャズ演奏）　　　斉藤繁美様（マジックショー）　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ありがとうございました。


